
この講座は、長崎大学の教育支援システムである「LACS」の「テスト」機
能について、教職員向けに説明した講座です。
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LACSオンライン講習会
～テスト編～
ICT基盤センター 古賀 掲維
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この講座で説明している内容は、テストについて、テストの作成、テストの
採点、テストの管理、問い合わせ先についてです。

LACSへのサインイン方法などの、基礎的な内容については、別途開講して
いる「入門編」をご参照ください。

それでは、始めましょう。
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アジェンダ
1. テストについて
2. テストの作成
3. テストの採点
4. テストの管理
5. 問い合わせ先
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LACSの「テスト」は、「オンラインテスト」を実施するための機能です。
テストには、期限日、問題の提示方法、答案回数、制限時間、結果表示など
を設定できます。

テストで利用できる質問タイプは、9種類となっています。

また、一部の質問タイプでは、自動採点が利用できます。

なお、アンケートを実施したい場合は、「フォーム」が利用できます。
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1. テストについて
• オンラインテストを実施するための機能
• 期限日、問題の提示方法、答案回数、制限時間、結果表
示等を設定できる

• 質問タイプは9種類
• 一部の質問タイプでは自動採点が利用できる
• アンケート(記名式、匿名式)を実施する場合は、フォー
ムを利用する
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これは、LACSの「テスト」で利用できる、質問タイプの一覧です。
質問タイプの並びは、LACSでテストを作成する際に、表示される並びと
なっています。

それでは、それぞれの質問タイプについて、少し詳しく見ていきます。
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利用できる質問タイプ
①計算式問題
②数値問題
③作文問題
④穴埋め問題
⑤ホットスポット問題
⑥組み合わせ問題
⑦多肢選択問題
⑧正誤問題

⑨文章完成問題

V
er
. 1
.1
0

LA
C
S
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
会
～
テ
ス
ト
編
～

1. テストについて



計算式問題は、計算を行わせ、数値で解答させる問題です。

問題文では、変化させたい部分を変数として入力します。
学生が問題を表示したとき、変数は、教員が指定した数値の範囲から、ラン
ダムに生成された値に置き換わります。

正解は、特定の値または、値の範囲で指定することができます。

計算式問題は、自動採点となっています。

計算式問題の詳しい説明については、スライドのPDFファイルを開き、「ヘ
ルプを参照」リンクをクリックしてください。
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① 計算式問題
• 計算を行わせ数値で解答させる問題
• 問題で変化させたい部分を変数として入力する
• 学生が問題を表示したとき、変数は教員が指定した数値
の範囲からランダムに生成された値に置き換わる

• 正解は、特定の値または値の範囲で指定できる
• 自動採点が可能
⇒ ヘルプを参照
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1. テストについて

https://help.anthology.com/blackboard/instructor/ja/assessments/questions/question-types/calculated-formula-questions.html


数値問題は、数値で解答させる問題です。

正解は、正確な数値を指定したり、許容範囲を指定したりできます。

数値問題は、自動採点となっています。

数値問題の詳しい説明については、スライドのPDFファイルを開き、「ヘル
プを参照」リンクをクリックしてください。
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② 数値問題
• 数値で解答させる問題
• 正解は、正確な数値を指定したり許容範囲を指定したり
できる

• 自動採点が可能
⇒ ヘルプを参照
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1. テストについて

https://help.anthology.com/blackboard/instructor/ja/assessments/questions/question-types/calculated-numeric-questions.html


作文問題は、文章で解答させる問題です。

学生は、解答をテキストボックスに入力して解答します。

作文問題は、手動採点が必要です。

作文問題の詳しい説明については、スライドのPDFファイルを開き、「ヘル
プを参照」リンクをクリックしてください。
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③ 作文問題
• 文章で解答させる問題
• 学生は解答をテキストボックスに入力
• 手動採点が必要
⇒ ヘルプを参照
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1. テストについて

https://help.anthology.com/blackboard/instructor/ja/assessments/questions/question-types/essay-questions.html


穴埋め問題は、文章の空白欄へ入力させる問題です。
空白欄は複数用意することもできます。

解答の評価は、学生の解答が正解に一致するかどうかに基づいて行われます。
正解の評価方法は、完全一致、部分一致、パターン一致から選択できます。

穴埋め問題は、自動採点となっています。

穴埋め問題の詳しい説明については、スライドのPDFファイルを開き、「ヘ
ルプを参照」リンクをクリックしてください。
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④ 穴埋め問題
• 文章の空白欄へ入力させる問題
• 解答の評価は、学生の解答が正解に一致するかどうかに
基づいて行われる

• 正解の評価方法は以下から選択できる
• 完全一致
• 部分一致
• パターン一致 (正規表現)

• 自動採点が可能
⇒ ヘルプを参照
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1. テストについて

https://help.anthology.com/blackboard/instructor/ja/assessments/questions/question-types/fill-in-multiple-blanks-questions.html


ホットスポット問題は、画像内に作成されたホットスポットを指定させる問
題です。

学生は画像にピンをドロップすることでホットスポットを指定します。

ホットスポット問題では、標準ホットスポット、多肢選択ホットスポット、
複数回答ホットスポットを選択できます。

ホットスポット問題は、自動採点となっています。

ホットスポット問題の詳しい説明については、スライドのPDFファイルを開
き、「ヘルプを参照」リンクをクリックしてください。
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⑤ ホットスポット問題
• 画像内に作成されたホットスポットを指定させる問題
• 学生は画像にピンをドロップすることでホットスポット
を指定

• 以下のパターンを選択できる
• 標準ホットスポット
• 多肢選択ホットスポット
• 複数回答ホットスポット
• 自動採点が可能
⇒ ヘルプを参照
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1. テストについて

https://help.anthology.com/blackboard/instructor/ja/assessments/questions/question-types/hotspot-questions.html


組み合わせ問題は、プロンプト列と解答列の項目を、組み合わせて解答させ
る問題です。

組み合わせ問題では、解答を再利用したり、不正解の解答を追加したりして、
二つの列の項目数を一致しないようにできます。

また、選択肢をランダムに表示させることもできます。

組み合わせ問題は、自動採点となっています。

組み合わせ問題の詳しい説明については、スライドのPDFファイルを開き、
「ヘルプを参照」リンクをクリックしてください。
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⑥ 組み合わせ問題
• 二つの列(プロンプト、解答)を組み合わせて解答させる
問題

• 解答を再利用したり、不正解の解答を追加して、二つの
列の項目数を一致しないようにできる

• 選択肢をランダム表示させることもできる
• 自動採点が可能
⇒ ヘルプを参照
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1. テストについて

https://help.anthology.com/blackboard/instructor/ja/assessments/questions/question-types/matching-questions.html


多肢選択問題は、複数の選択肢の中から正解を一つ以上選択させる問題です。

多肢選択問題では、選択肢をランダムに表示させることもできます。

多肢選択問題は、自動採点となっています。

多肢選択問題の詳しい説明については、スライドのPDFファイルを開き、
「ヘルプを参照」リンクをクリックしてください。
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⑦ 多肢選択問題
• 複数の選択肢の中から正解を1つ以上選択させる問題
• 選択肢をランダム表示させることもできる
• 自動採点が可能
⇒ ヘルプを参照
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1. テストについて

https://help.anthology.com/blackboard/instructor/ja/assessments/questions/question-types/multiple-choice-questions.html


正誤問題は、正または誤を選択させる問題です。

正誤問題は、自動採点となっています。

正誤問題の詳しい説明については、スライドのPDFファイルを開き、「ヘル
プを参照」リンクをクリックしてください。
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⑧ 正誤問題
• 正または誤を選択させる問題
• 自動採点が可能
⇒ ヘルプを参照
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1. テストについて

https://help.anthology.com/blackboard/instructor/ja/assessments/questions/question-types/true-false-questions.html


文章完成問題は、文章の抜け落ちた部分をドロップダウンリストから選択し、
文章を完成させる問題です。

ドロップダウンリストには正解と不正解の両方の選択肢を含めることができ
ます。

文章完成問題は、自動採点となっています。

文章完成問題の詳しい説明については、スライドのPDFファイルを開き、
「ヘルプを参照」リンクをクリックしてください。

13

1
3

⑨ 文章完成問題
• 文章の抜け落ちた部分をドロップダウンリストから選択
し、文章を完成させる問題

• ドロップダウンリストには正解と不正解の両方の選択肢
を含めることができる

• 自動採点が可能
⇒ ヘルプを参照

V
er
. 1
.1
0

LA
C
S
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
会
～
テ
ス
ト
編
～

1. テストについて

https://help.anthology.com/blackboard/instructor/ja/assessments/questions/question-types/jumbled-sentence-questions.html


それでは、テストの作成について説明します。

テストの作成手順、テストの提出手順、という順番で説明していきます。
最後に簡単な演習を用意しています。
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2. テストの作成
• テストの作成手順
• テストの提出手順
• 演習
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はじめに、テストの作成手順を見ていきましょう。

まず、ナビゲーションバーから「コンテンツ」を選択し、コースコンテンツ
ページを表示させます。
次に、「コンテンツの追加」ボタン、または、プラスボタンをクリックして
メニューを呼び出し、メニュー項目から「作成」を選択します。
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テストの作成手順（１） V
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2. テストの作成

① ナビゲーションバーから
「コンテンツ」を選択

②「コンテンツの追加」(コンテンツが配
置済みの場合は(+))ボタンをクリック

③「作成」を選択



すると、右側に「項目を作成」パネルが表示されますので、「アセスメン
ト」欄から「テスト」を選択します。

なお、テストを選択後、次の画面が表示されるまで少し時間がかかる場合が
あります。
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テストの作成手順（２） V
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2. テストの作成

④「テスト」を選択

💡「テスト」を選択後、次の画面が表
示されるまで少し時間がかかる場合が
あります 



新しいテストが開いたら、まずはテストのタイトルを設定します。

次に、「プラス」ボタンをクリックし、問題の作成を開始します。
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テストの作成手順（３） V
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2. テストの作成

⑤ テストのタイトルを設定

⑥［＋］ボタンをクリック



すると、メニューが表示されますので、追加する項目を選択します。

メニューでは、各質問タイプの他、テキストやファイル、ページ区切りなど
を追加できます。

以降の説明では、多肢選択問題を例に説明しますので、メニューから「多肢
選択問題を追加」を選択しておいてください。
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2. テストの作成

⑦ 追加する項目を選択

💡 質問タイプ以外に以下の項目を追加
することができます
• テキスト
• ファイル
• ページ区切り

💡 多肢選択問題を選んでおきます



画面は、多肢選択問題の編集画面です。
多肢選択問題では、問題文と選択肢を設定します。
選択肢の数は増減させることができます。

多肢選択問題では、正解の選択肢を一つまたは複数選択する必要があります。

また、学生が選択できる選択肢の数を指定することもできます。
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2. テストの作成

⑧ 問題文を入力

⑨オプション(選択肢)を設定

正解の選択肢の設定

オプション(選択肢)の並び替え

オプション(選択肢)の削除

オプション(選択肢)の追加

学生が選択できる件数を指定



なお、満点の点数は右上の欄から設定することができます。

なお、満点の点数欄の右にある「特別評価」は、成績には影響のない問題と
するときに設定します。
「特別評価」に設定された問題に正解すると、ボーナス点を得ることができ
ます。
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テストの作成手順（６） V
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2. テストの作成

⑩ 満点の点数を確認

💡 成績には影響のない問題とするとき
に設定します。正解するとボーナス点を
付与できます(満点は100%を超えます)



多肢選択問題では、部分的な評価と負の評価を設定することもできます。
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2. テストの作成

💡 部分的な評価と負の評価を設定する
こともできます



自動フィードバックを設定しておくと、指定したタイミングで学生へフィー
ドバックを表示することができます。
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テストの作成手順（８） V
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2. テストの作成

💡 自動フィードバックを設定すること
もできます



さらに、各選択肢にオプションのフィードバックを設定することもできます。
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2. テストの作成

💡 各選択肢にフィードバックを設定す
ることもできます



また、問題にメタデータを設定することもできます。
メタデータを設定しておくと、問題を識別しやすくなります。

設定が終わったら、「保存」ボタンをクリックします。
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2. テストの作成

💡 問題にメタデータを設定することも
できます

⑪［保存］ボタンをクリック



問題の編集が終わったら、同様の手順で問題を追加します。

なお、問題の最後に、「学生がアセスメント終了後にコンテンツを追加できるようにす
る」というオプションがあります。

このオプションはデフォルトで「オフ」となっていますが、「オン」にすると学生がコンテ
ンツを追加できるようになります。

学生にコンテンツを追加させたい場合は、「オン」にしてください。
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2. テストの作成

💡 不要な場合はオフにしておく

⑫ 同様の手順で問題を追加



続いて、テストの設定を行います。

右上の、設定ボタンをクリックしてください。
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2. テストの作成

⑬ 設定ボタンをクリック



テストの設定では、まず、「詳細&情報」欄で、「期限日」を設定します。

期限日の設定では、期限日の日時を設定し、オプションを設定します。

「期限日なし」をチェックすると、期限日のないテストとすることができま
す。

「遅延の提出を禁止」をチェックすると、答案を進行中に期限日時が来た場
合、答案が自動的に提出されます。

「期限日後の新しい答案の作成を禁止」をチェックすると、期限日時を過ぎ
たら、学生は新しい答案を開始できなくなります。
ただし、期限日時前に開始した答案は、期限日時を過ぎても提出できる点に
注意が必要です。
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2. テストの作成

⑭「設定詳細&情報」欄を設定

💡 期限日のないテストとする場合に
チェックします

💡 期限日時以降に答案を提出させたく
ない場合にチェックします

💡 期限日時までに答案を開始させたい
場合にチェックします



次に、「プレゼンテーションのオプション」欄で、問題や解答、ページの表
示方法を設定します。

この欄では、問題を一つずつ表示したり、さらに、前の問題への引き返しを
禁止する設定を行えます。

また、問題や解答、ページをランダムに表示する設定も行えます。
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2. テストの作成

⑮「プレゼンテーションのオプション」
欄を設定

💡 問題や解答(選択肢)、ページの表示
方法を設定します



次に、テストを形成的アセスメントとする場合は、「形成的ツール」欄を設
定します。

なお、形成的アセスメントとは、学生の学習状況を把握するために行われる
アセスメントです。
形成的アセスメントの目的は、学生の学習状況を把握するとともに、指導方
法を改善し、学生のパフォーマンスを強化するためのフィードバックを提供
することです。
具体的には、小テストや中間テストなどが該当します。
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2. テストの作成

⑯「形成的ツール」欄を設定

形成的アセスメント
• 学生の学習状況を把握するために行われ
るアセスメント(評価)

• 学生の学習状況を把握するとともに、指
導方法を改善し、学生のパフォーマンス
を強化するためのフィードバックを提供
することが目的

• 具体的には、小テストや中間テストなど
が該当



次に、「採点と提出」欄を設定します。

この欄では、「許可された答案回数」などを設定します。
「許可された答案回数」を、「2」以上に設定した場合は、「採点対象の答
案」も設定します。

なお、「匿名採点」や「評価オプション」は、採点プロセスが複雑になるた
め、特に必要がなければ設定しないことをお勧めします。

また、「アセスメントの成績を自動的に投稿する」オプションをオンにして
おくと、自動採点式の問題のみからなるテストの成績はすぐに投稿されます。
成績の開示を手動でコントロールしたい場合は、この設定をオフにしてくだ
さい。
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2. テストの作成

⑰「採点と提出」欄を設定

💡 学生が答案を提出可能な回数を指定
します。2以上に設定した場合は、どの
答案を採点対象とするかも設定します

💡 テストの成績を自動的に投稿したく
ない場合は、チェックを外します



次に、「アセスメント結果」欄を設定します。

この欄では、学生に提出物の表示を許可、自動フィードバックを表示、得点
を表示、正解を表示の各設定について、表示のオンオフとタイミングを設定
できます。
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2. テストの作成

⑱「アセスメント結果」欄を設定

💡 クリックすると右の欄が表示され、
以下の項目の表示のオンオフとタイミ
ングを設定できます
• 学生に提出物の表示を許可
• 自動フィードバックを表示
• 得点を表示
• 正解を表示



次に、「アセスメントセキュリティ」欄を設定します。
この欄では、アクセスコードを利用して、テストへのアクセスを制限したり、
IPロケーションに基づくアクセス制限を行ったりできます。
なお、現在指定できる「場所の制限」は、「長崎大学内」といくつかの講義
室となっています。

また、場所の制限の追加希望があれば、LACSサポート窓口までご連絡くだ
さい。 
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2. テストの作成

⑲「アセスメントセキュリティ」欄を
設定

💡 現在指定できる場所の制限は、長崎
大学内といくつかの講義室となっていま
す

💡 場所の制限の追加希望があれば、
LACSサポート窓口までご連絡ください



次に、「その他のツール」欄を設定します。

この欄では、テストに制限時間を設定したり、テストをグループに割り当て
ることもできます。
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2. テストの作成

⑳「その他のツール」欄を設定



最後に、「説明」欄を設定します。

この欄では、テストがコースコンテンツページに表示される際の「説明」を
設定することができます。
ただし、説明欄では改行ができますが、コースコンテンツページでは、改行
されませんので注意してください。

設定が終わったら、「保存」ボタンをクリックします。
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2. テストの作成

㉑「説明」欄を設定

💡 説明欄では改行できますが、コース
コンテンツページでは改行されないの
で注意してください

㉒［保存］ボタンをクリック



コースコンテンツページに戻るには、左上のバツボタンをクリックします。
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2. テストの作成

㉓ コースコンテンツページに戻るには、
左上の［×］ボタンをクリック



追加されたテストの表示設定は、「学生に非表示」となっていますので、学
生が利用可能にするには、「表示設定メニュー」から「学生に表示」を選択
してください。
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2. テストの作成

㉔ 表示設定メニューから「学生に表示」
を選択



続いて、学生がテストを提出する手順について説明します。

テストを提出するには、ナビゲーションバーから「コンテンツ」を選択して、
「コースコンテンツページ」を表示させます。

次に、コースコンテンツページが表示されたら、提出したいテストをクリッ
クします。
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2. テストの作成

① ナビゲーションバーから
「コンテンツ」を選択

② テストをクリック



すると、テストページが開きますので、「詳細」欄を確認し、「答案を開
始」ボタンをクリックします。

38

3
8

テストの提出手順（２） V
er
. 1
.1
0

LA
C
S
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
会
～
テ
ス
ト
編
～

2. テストの作成

③「詳細」欄を確認

④［答案を開始］ボタンをクリック 



テストの答案ページが表示されたら、各問題を確認し、解答します。
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2. テストの作成

⑤ 問題を確認し解答



全ての問題に解答したら、「提出」ボタンをクリックします。
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2. テストの作成

⑥［提出］ボタンをクリック



すると、テストを提出するかどうか確認する、ダイアログが表示されますの
で、「提出」ボタンをクリックします。
残りの答案回数によっては、再提出ができなくなりますので、注意してくだ
さい。
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2. テストの作成

⑦［提出］ボタンをクリック



テストの提出が完了すると、画面のようなダイアログが表示されますので、
「閉じる」ボタンをクリックします。
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2. テストの作成

⑧［閉じる］ボタンをクリック



最後にバツボタンをクリックして、テストパネルを閉じておきます。

なお、提出したテストの結果表示は、テストの問題形式や設定によって異な
ります。
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2. テストの作成

⑨［×］ボタンをクリック

💡 テストの問題形式や設定によっ
て、結果表示は異なります。



それでは、以上の説明をもとに、テストの操作演習を行ってみてください。

まず、教員ユーザーで、コースコンテンツページに、「テスト」を作成して
みましょう。
テストの問題には、手動採点式の作文問題を含めてください。

次に、学生ユーザーで、テストに答案を提出してみましょう。
なお、学生ユーザーで操作する場合は、別なブラウザか、シークレットウィ
ンドウを使用してください。

以降の説明で、答案を採点しますので、必ず答案を提出しておいてください。

では、このビデオを一時停止して、演習が終わったら、ビデオを再開してく
ださい。
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2. テストの作成

①教員ユーザでコースコンテンツページにテストを作成
してみましょう
• 手動採点式の問題(作文問題)を含めてください

②学生ユーザでテストに答案を提出してみましょう
• 別なブラウザ、または、Google Chromeのシークレットウィ
ンドウを開き、学生確認用ID(ss+職員番号)でサインインしま
す

※ 以降の説明で答案を採点しますので、必ず答案を提出しておい
てください。



続いて、テストの採点について説明します。

テストの採点について、成績表について、提出物ページについて、テストの
採点手順、という順番で説明していきます。
最後に簡単な演習を用意しています。
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• 提出物ページについて
• テストの採点手順
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はじめに、テストの採点についてですが、テストで採点が必要となるのは、
手動採点式の作文問題を含むテストの場合のみです。

自動採点式の問題のみからなるテストは、採点の必要はありません。
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テストの採点について
• テストで採点が必要となるのは、手動採点式の問題(作文
問題)を含むテストの場合のみ

• 自動採点式の問題のみからなるテストは採点の必要はな
い
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3. テストの採点



次に、LACSの「成績表」機能について説明します。

「成績表」を開くには、ナビゲーションバーから「成績表」を選択します。

「成績表」には、概要、採点可能項目、成績、学生の、4つのビューがありま
す。

続いて、各ビューについてみていきます。
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3. テストの採点

💡 ナビゲーションバーから「成績表」を
選択すると、成績表にアクセスできます

💡「成績表」には、概要、採点可能項目、
成績、学生の4つのビューがあります



「概要」ビューには、完了すべき採点タスクが表示されます。

採点タスクには、要調整、要採点、要投稿があります。

通常の採点作業は、この「概要」ビューの、「要採点」欄から行うとよいで
しょう。
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3. テストの採点

💡「概要」ビューには、完了すべき採点
タスクが表示されます

💡 採点可能タスクには、要調整、要採点、
要投稿があります



「採点可能項目」ビューには、コース内のすべての採点可能項目が表示され
ます。

「採点可能項目」ビューでは、項目のカテゴリ、期限日、採点ステータスな
どを確認できます。

また、成績を投稿したり、コースの総合評価計算を調整したりすることもで
きます。
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3. テストの採点

💡「採点可能項目」ビューには、コース
内のすべての採点可能項目が表示されま
す

💡 カテゴリ、期限日、採点ステータスな
どを表示できます



「成績」ビューには、各テストに対する各学生の成績が、1行につき1名、1列
につき1つの採点可能項目で表示されます

「成績」ビューの採点可能項目をクリックすると、メニューから問題の分析
や統計、答案のダウンロードなどの操作を行うことができます

また、グリッドで学生の採点可能な項目をクリックすると、メニューから答
案の表示などの操作を行うことができます。
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3. テストの採点

💡「成績」ビューには、各テストに対す
る各学生の成績が、1行につき1名、1列
につき1つの採点可能項目で表示されま
す

💡 グリッドで学生の採点可能な項目をク
リックすると、メニューから答案の表示
などの操作を行うことができます

💡 採点可能項目をクリックすると、メ
ニューから答案のダウンロードなどの操
作を行うことができます



「学生」ビューには、すべての学生の名前、学生番号、最終アクセスが一覧
表示されます。
コースの総合評価を設定している場合、総合評価も表示できます。

また、「学生」ビューのメニューから、直接、学生にメッセージを送信した
り、優遇措置を追加したりできます。
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3. テストの採点

💡「学生」ビューには、すべての学生の
名前、学生番号、最終アクセスが一覧表
示されます。コースの総合評価を設定し
ている場合、総合評価も表示できます

💡 メニューから、学生にメッセージを送
信したり、優遇措置を追加したりできま
す



次に、「提出物」ページについて説明します。

成績表から採点を開始すると、「提出物」ページが開きます。

「提出物」ページの左側には、「学生」パネルがあります。
「学生」パネルでは、採点ステータスでフィルタを設定したり、氏名や答案
の提出日で、学生を並び替えたりできます。

「学生」パネルで学生を選択すると、その学生の答案が表示されます。

また、採点済みの成績の投稿も、この「学生パネル」から行うことができま
す。
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3. テストの採点

💡 採点時に開く「提出物」ページです

学生パネル
• 一覧から学生を選択すると、当該学生の答案
が表示される

• 採点ステータス(要採点、すべての採点ス
テータス)でフィルタを設定できる

• 提出日、姓、名で学生を並び替えることがで
きる



「提出物」ページの右側には、「フィードバック」パネルがあります。

「フィードバック」パネルでは、答案に対するフィードバックを入力できま
す。

なお、「フィードバック」パネルが閉じている場合は、矢印ボタンで開くこ
とができます。
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3. テストの採点

フィードバックパネル
• 答案に対するフィードバックを入力できます

💡 ボタンからパネルを開閉できます



「提出物」ページの中央には、「採点」パネルがあります。

テストの「採点」パネルでは、各問題の採点状況を確認したり、採点を行っ
たりできます。

また、問題ごとにフィードバックを入力したり、問題の編集と再採点を行う
こともできます。
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3. テストの採点

採点パネル
• 各問題の採点状況を確認したり、採点を行っ
たりできる

• 問題毎にフィードバックを入力できる

💡 フィードバックを入力できます

💡 点数の入力/修正を行えます

💡 問題の編集/再採点を行えます



続いて、テストの採点手順について説明します。

まず、ナビゲーションバーから「成績表」を選択し、「概要」ビューを開き
ます。

次に、「要採点」欄から、採点したいテストを探し、「採点」ボタンをク
リックします。
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3. テストの採点

②「概要」タブをクリック

③［採点］ボタンをクリック

① ナビゲーションバーから「成績表」を
選択



すると、「提出物」ページが開きます。

「提出物」ページが開いたら、まず、左側の「学生」パネルから、採点する
学生を選択します。

また、複数の答案を許可している場合は、右上の欄から、採点する答案を選
択します。
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3. テストの採点

④「提出物」ページが開く 

⑤ 採点する学生を選択

⑥ 採点する答案を選択



次に、採点が必要な問題を探します。

問題を見つけたら、点数欄をクリックし、点数を入力します。

採点が必要な問題全てについて、採点を行います。

57

5
7

テストの採点手順（３） V
er
. 1
.1
0

LA
C
S
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
会
～
テ
ス
ト
編
～

3. テストの採点

⑦ 採点が必要な問題を探す

⑧ 点数欄をクリックし、点数を入力



採点が終わったら、次の学生を選択し、同様に採点を行います。
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3. テストの採点

⑨ 次の学生を選択

⑩ 同様に採点を行う



それでは、以上の説明をもとに、テストの採点の演習を行ってみてください。

まず、教員ユーザーで、学生が提出したテストの、答案を確認し、採点を
行ってみましょう。
採点は、「成績表」の「概要」ビューから行います。

次に、学生ユーザーで、「成績表」を確認してみましょう。
なお、学生ユーザーで操作する場合は、別なブラウザか、シークレットウィ
ンドウを使用してください。

では、このビデオを一時停止して、演習が終わったら、ビデオを再開してく
ださい。
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3. テストの採点

①教員ユーザで学生が提出したテストの答案を確認し、採
点を行ってみましょう

②学生ユーザで成績表を確認してみましょう
• 別なブラウザ、または、Google Chromeのシークレットウィ
ンドウを開き、学生確認用ID(ss+職員番号)でサインインしま
す



続いて、テストの管理について説明します。

点数の非表示について、答案の再採点、再提出の許可という順番で説明して
いきます。
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4. テストの管理
• 点数の非表示
• 答案の再採点
• 再提出の許可
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LACSでは、成績表や、各課題、およびテストの成績欄を、非表示にするこ
とはできません。

学生に点数を開示したくない場合は、採点スキーマとして「完了/未完了」を
選択するか、成績の投稿を行わないようにします。

また、総合評価を設定している場合、採点スキーマの設定によっては、学生
が成績を類推できてしまう場合があるので注意してください。
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点数の非表示について
• LACSでは、成績表や、各課題およびテストの成績欄を
非表示にすることはできない

• 学生に点数を開示したくない場合は、採点スキーマとし
て「完了/未完了」を選択するか、成績の投稿を行わない
ようにする

• 総合評価を設定している場合、採点スキーマの設定に
よっては、成績を類推できる場合があるので注意する
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4. テストの管理



それでは、テストの「採点スキーマ」を変更する方法について説明します。

テストの「採点スキーマ」は、テストの「オプション」で設定します。

まず、「採点スキーマ」を変更したいテストを編集します。
テストの編集は、「コースコンテンツ」ページのテスト欄や、「成績表」の
「採点可能項目」ビューなどから行えますが、ここでは、「採点可能項目」
ビューから編集する方法で説明します。

ナビゲーションバーから「成績表」を選択し、「採点可能項目」ビューを開
きます。

次に、編集したいテストの「オプション」メニューを表示させ、「編集」を
選択します。
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4. テストの管理

① ナビゲーションバーから「成績表」を
選択

②「採点可能項目」を選択

③ メニューを開き「編集」を選択



テストの編集ページが表示されたら、右上の「設定」ボタンをクリックしま
す。
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4. テストの管理

④ 設定ボタンをクリック



「設定」パネルが表示されたら、「採点と提出」欄の「次による成績」を、
「完了、未完了」に変更します。

変更が終わったら、「保存」ボタンをクリックして、パネルを閉じます。
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4. テストの管理

⑤「採点と提出」欄の「次による成績」
を「完了/未完了」に変更

⑥［保存］ボタンをクリック



続いて、答案の再採点について説明します。

LACSでは、一度採点した答案は、「概要」ビューの、「要採点」欄には表
示されません。

一度採点した答案を、再採点するには、テスト全体を再採点する場合は、
「採点可能項目」ビューから、特定の学生を再採点する場合は、「学生」
ビューから、答案を表示させます。
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答案の再採点
• 一度採点した答案は、「概要」ビューの「要採点」欄に
は表示されない

• テスト全体を再採点する場合は「採点可能項目」ビュー
から、特定の学生を再採点する場合は「学生」ビューか
ら答案を表示させる
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4. テストの管理



それでは、答案の再採点手順について説明します。

ここで説明するのは、ある学生の答案を再採点する手順となります。

まず、ナビゲーションバーから「成績表」を選択し、「学生」ビューを開き
ます。
「学生」ビューが開いたら、答案を再採点したい学生を選択します。

学生を探す際は、検索欄を使用するとよいでしょう。
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答案の再採点手順（１） V
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4. テストの管理

① ナビゲーションバーから「成績表」を
選択

③ 学生を選択

②「学生」を選択

💡 学生を検索することもできます



学生を選択すると、「学生の概要」ページが表示されます。

「学生の概要」ページには、学生に関する情報がまとめられており、学生の
アクティビティを参照したり、学生にメッセージを送ったりすることができ
ます。

「学生の概要」ページが表示されたら、答案を再採点するテストを探してク
リックします。
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4. テストの管理

④「学生の概要」ページが表示される

⑤ 採点するテストをクリック



すると、「提出物」ページが開き、学生の答案が表示されます。

再採点する問題を探し、点数を変更してください。

採点が終わったら、左上のバツボタンで、「提出物」ページを閉じます。
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4. テストの管理

⑥「提出物」ページが表示される

⑦ 再採点する問題を探す

⑧ 点数を変更

⑨［×］ボタンで閉じる



「学生の概要」ページに戻ったら、左上のバツボタンをクリックし、閉じて
おきます。
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4. テストの管理

⑩［×］ボタンで閉じる



続いて、答案の再提出の許可について説明します。

LACSでは、学生は、許可された回数内でしか、答案を提出できません。

学生が、許可された数の答案を、既に提出している場合、テストの「許可さ
れた答案回数」を増やすか、答案を削除するか、例外設定を行う必要があり
ます。

おすすめは、３の「例外設定」です。

以降、例外設定を用いて、学生に、テストの再提出を許可する方法を説明し
ます。
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再提出の許可
• 学生は許可された回数内でしか答案を提出できない
• 学生が許可された数の答案を既に提出している場合、以
下の設定のどれかを行う必要がある
① テストの「許可された答案回数」を増やす
② 答案を削除する
③ 例外設定を行う

• ③の例外設定を行うのを推奨
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4. テストの管理



それでは、例外設定の手順について説明します。

まず、ナビゲーションバーから「成績表」を選択し、「学生」ビューを開き
ます。
「学生」ビューが開いたら、例外設定を行いたい学生を選択します。

学生を探す際は、検索欄を使用するとよいでしょう。
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4. テストの管理

① ナビゲーションバーから「成績表」を
選択

③ 学生を選択

②「学生」を選択

💡 学生を検索することもできます



「学生の概要」ページが開いたら、例外設定を行いたいテストのメニューを
開き、メニューから「例外を追加、または編集」を選択します。
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4. テストの管理

④ 例外設定を行いたいテストのメニュー
を開き「例外を追加または編集」を選択



すると、「例外」パネルが開きますので、「許可された答案回数」を増やし
て、「保存」ボタンをクリックします。

なお、「例外」パネルでは、期限日や表示日も設定できます。
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4. テストの管理

⑤「許可された答案回数」を増やす

⑥［保存］ボタンをクリック

💡 期限日や表示日も設定できます



例外設定が終わったら、左上のバツボタンをクリックし、閉じておきます。
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4. テストの管理

⑦［×］をクリックして閉じる



最後に、LACSの問い合わせ先を紹介して、この講座を終わりたいと思いま
す。

LACSの利用方法に関するご質問は、ICT基盤センターの、LACSサポート窓
口へお願いいたします。
画面に表示されているメールアドレスまで、電子メールでお問い合わせくだ
さい。

また、LACSのコミュニティとして、「LACSサポート窓口」を開設してお
ります。
こちらのコミュニティも、是非ご活用ください。

以上で、本講座は終了となります。
何かご質問がある場合には、LACSサポート窓口まで、電子メールでお問い
合わせください。

オンラインでの講習、お疲れ様でした。
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5. お問い合わせ先
• LACSの利用方法に関するご質問は、ICT基盤センターへ
お願いいたします

• ICT基盤センター LACSサポート窓口
• 電子メールでのお問い合わせ
• lacs_support@gl.nagasaki-u.ac.jp

• LACSサポート窓口
• LACSの「コミュニティ」ページからアクセス
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